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６月より西郷村農産物直売所にて商品の販売が開始され抽選会を開
催したり、各地におもむいての販売会を行ったことは、商品をPRする
うえで非常に良かった。今後は防災無線やチラシの配布など継続的
に、PR活動を行っていただきたい。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調

平成３０年度　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）
事業実施主体　評価結果

２．評価結果

都道府県 市 町 村 事 業 実 施 主 体 名
事業実施段階

評 価 評 価 コ メ ン ト

１．事業評価の実施
　平成３０年度に実施された農山漁村振興交付金（山村活性化対策）の事業について、「農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領」（平成30
年３月28日付け29農振第2261号農林水産省農村振興局長通知）の第９の１の（１）の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

３．第三者の意見聴取
　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領の第９の１の（１）の規定に基づき、第三者である西郷村商工会会長　仁平喜代治氏から評価に
当たり意見の聴取を行った。第三者及び意見聴取の概要は以下のとおり。

【第三者】
西郷村商工会会長　仁平喜代治

【意見聴取の概要】
事業初年度に策定した基本構想に基づき商品開発が行われ、試食会や特産品フェアなど、開発した商品のPR活動が十分に行われた。今後はチラ
シの配布や防災無線の活用など、継続的にPR活動を行っていくと良い。



別紙２

西郷村 目標年度 事業実施期間

西郷村 平成３０年度 平成３０年６月１５日～平成３１年３月２９日

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象

 　　　　　（Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）

※複数名の学識経験者等第三者から意見聴取している場合、第三者間で調整した意見結果を記載する。

（評価理由及び助言等のコメント）
商品のPR活動を行うにあたり(日本橋ふくしま館においての「ミデッテ」６次化商品PR会や、モストミ・ブレーメン通り商店街農産物販売
会など県外での広報PR活動だけでなく、西郷村農産物産館においてまるごと西郷館特産品フェアといった地元でのPR活動に力を入
れているのが大変良かった。また広報を行う上でチラシを作成し、各地で配布を行えたこと、試食会にてアンケートをとるなど商品の
更なる向上に繋げたことも大変良かった。今後は、村内において防災無線を流すなどより一層広報PR活動に力を入れたもらいたい。評　　価

（該当に○）

農山漁村振興交付金（山村活性化対策）　評価シート

１．事業実施主体(評価者) 事業開始年度

２．取組振興山村名 平成２８年度

３．事業費（うち国費）

４．第三者氏名

③　実施体制

○　事業実施主体の取組体制は十分に機能したか。
（評価理由及び助言等のコメント）
西郷村の農業振興と直売所、農産物の加工所設置運営の基本構想が主体となり委員会の中で今後の取組について十分に話し合う
など取組体制は機能していたといえる。

評　　価
（該当に○）

総合評価

○　取組の実施状況や目標の達成に必要な取組が十分に行われたか。
　　　（①から④までを踏まえた総合的な評価）

（評価理由及び助言等のコメント）
当該事業当初（H28)から「西郷村の農業振興と直売所、農産物加工所設置運営の基本構想策定委員会」が主体となり視察や試食会
を重ね商品開発を行ったプロセスはとてもよかった。また６月より西郷村農産物直売所にて商品の販売が開始され、目標を大きく上
回る売り上げとなったこと、そして、抽選会や各地におもむいての販売会を行うことで特産物のPRを行ったことは非常に良かった。今
後は防災無線での放送など、より一層PR活動に力を入れてもらいたい。評　　価

（該当に○）

①　取組状況

○　目標の達成に資するのための取組が行われたか。

④　その他

パンフレットの作成や広報PR活動に十分に力を入れ取り組まれていた。今後は継続的にPR活動を行い村内外に大きく情報を発信していただきたい。

５．事業評価

西郷村商工会　会長　仁平　喜代治

１，９３７，７１０円(１，７２５，１６０円)

（任意評価様式第１号）

②　事業実績

○　事業実施計画の目標は達成できているか。
（評価理由及び助言等のコメント）
地元地域に向けた販売会や県外での販売会を行うことができ試食会や広報チラシの配布を行えた点は十分に目標を達成できたと考
えられる。今後はPR活動を継続して行い更なる農家所得の向上と雇用の創出に繋げてもらいたい。

評　　価
（該当に○）



平成３０年度
事業開始
３年目

○事業の実施状況
  当年度に行った事業の具体的実施状況・実績について、写真、図等も利用し記載する。

福島県西白河郡西郷村 西郷村

農山漁村振興交付金（山村活性化対策）

具体的にどのような取組を行うか記載する。
継続的に県内外において販売会や試食会を実施し、より一層広報PR活動に努めていく。

○今後の事業構想
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（任意評価様式第３号）

ミデッテふくしま特産品フェア委員会



１．第三者の氏名、住所 ３．第三者の経歴
① 氏名：

・(有)仁平商事　代表取締役
・下水道審議会委員
・地域安全推進委員

② 住所： ・防犯協会熊倉分会副会長
・村議会議員
・西郷村行政区長会会長
・商工会理事

２．第三者に選定した理由 ・商工会会長
平成３０年より西郷村商工会会長として村政の発展、振興に尽力し、
また当村及び地域にある特産品や商品等にも精通しているため。
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（任意評価様式第２号）

　　学識経験者等第三者について

西郷村

仁平　喜代治

福島県西白河群西郷村字道南西７２番地


